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１．危機感が迅速な避難を妨げる？  

南海トラフ地震で大きな被害
が見込まれる地域は非常に広く
（図-1）、沿岸部では津波による
被害が危惧されています。津波
から命を守るためには、地震発
生後すぐに避難を開始すること
が重要です。その効果は非常
に大きく、内閣府が公表する被
害想定によれば、地震発生後
すぐに避難を開始した場合、津
波による死者数が160,000人か
ら70,000人に減少します1。 

しかし、津波に限らず自然災害時の迅速な避難は容易ではありません。大規模な自然災害の発生後に
避難行動の問題点がよく話題になることからもわかります。このような時、「避難しないのは、危機感がない
からだ」と決めつけてしまうことはないでしょうか。もちろん、危機感は避難を促進しますが、危機感さえ有し
ていれば住民は避難するのでしょうか。 

東日本大震災の事例が参考になります。内閣府が震災後に住民の避難行動を調査した結果2によれば、
地震後すぐに避難を開始しなかった理由として、「家族の安否を確認していたから」「家族を探しにいったり、
迎えにいったりしたから」という回答が非常に多くありました。東日本大震災時、すぐに避難しなかった住民
は、危機感がなかったからではなく、危機感があったからこそ、家族を心配し、安否の確認をしたり、直接
迎えに行ったりしていたのだという指摘3もあります。私たちは、大規模な災害に遭遇すると、まず家族を心
配するのです。このこと自体は当然と言えますが、悲しいことに、津波避難ではこれが命取りになってしまう
のです。 

 

２．三陸地方に伝わる「津波てんでんこ」とは 

それでは、津波から迅速に避難するためにはどうすればよいのでしょうか。この問題については、三陸
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2 中央防災会議：東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会第 7 回会合（資料 1：平成 23 年東日本大震災における

避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果），2011． 
3 関谷直也：災害情報 東日本大震災からの教訓，東京大学出版会，2021． 
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図-1 南海トラフ地震で大きな被害が見込まれる地域．内閣府・気象庁作成のパンフレッ

ト「南海トラフ地震－その時の備え－」より抜粋． 
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地方に伝わる言い伝えである「津波てんでんこ」が参考になります。意味するところは、「津波の時は、親で
も子でも人のことなど構わず、銘々ばらばらに一時も早く逃げなさい4」というものです。各自がまずは自分
の命を守る行動をとることで、結果として多くの命が救えるのです。この教えに従えば、地震発生時に家族
が離れた場所にいても、家族を迎えに行って共倒れになるという最悪の事態を防ぐことができます。 

しかし、「津波てんでんこ」には批判も多いようです。主な理由は、利己的で薄情すぎるというものであり、
「自分だけが助かればよい」という教えだと誤解されてしまうのですが、もちろんそうではありません。家族
や周囲の人々と共に助かろうというのが、本来のコンセプトです。「津波てんでんこ」に関する研究5によれ
ば、自分がまず逃げることは、その姿を見た周囲の人々の避難を促進する効果があるとされています。避
難行動についてのこれまでの研究からも、人間は避難している他の人に触発されて避難する傾向があるこ
とがわかっています。自分が逃げることは、他人の避難を促し、ひいては命を救うことにつながるのです。
本稿では詳しくは触れませんが「津波てんでんこ」には、自分の命は自分で守るという自助原則の強調や、
生存者の自責感の低減などの重要な意味があり5、真の意味を理解することで、「津波てんでんこ」に賛同
する人が大きく増加するという研究成果6もあります。 

 
３．「津波てんでんこ」を実践するために重要なこと 

それでは、津波避難時に「津波てんでんこ」を実践するためには何が重要なのでしょうか。「津波てんで
んこ」の重要性を頭では理解していても、いざ地震が発生した時に離れた場所にいる家族を置いて逃げる
のは容易ではありません。ここでは、本稿の主な読者と想定される大人（親）目線で考えてみます。 

8年間にわたる防災教育が奏功し、東日本大震災時に小中学生の津波避難を成功させた「釜石の奇跡」
で知られる群馬大学の片田教授（当時）は、家族間の信頼関係が重要であることを著書7の中で説いてい
ます。「うちの子は絶対に逃げているはずだ」という信頼があれば、とにかく自分も逃げて、後で必ず迎えに
行こう、という気持ちになれるはずだということです。では、どのようにして家族間の信頼関係を構築するの
でしょうか。少し長くなりますが、参考として片田教授の著書の一部を引用します。 

（防災教育の現場で）・・・そこで私は不安そうな子どもたちにこう語りかけます。 

「今日、家に帰ったら、お父さんとお母さんに『僕は絶対に避難するから、お父さん、お母さんも必ず避難して
ね』と伝えなさい。お父さんやお母さんは、君たちが逃げることを信用してくれないと、迎えに来てしまう。だか
ら『僕は絶対に逃げるから』と、信じてもらうまで言うんだよ」 

そう言って、子どもたちを帰したわけです。そして、お母さんたちにこう伝えました。 

「お子さんたちは、家に帰ったら、一生懸命『僕は逃げるから』と言ってくると思います。その背景はどういう
ことかを説明します。子どもたちは、お母さんの命を心配しています。自分は逃げるつもりだけど、お母さんは僕
のことを迎えにきてしまう。そうすると、お母さんはどうなってしまうだろう。そこに思いが及んでいるのです。
だから、茶化さないで、ちゃんと正面を向いて、子どもたちと向かい合って、話をきいてやってください。そして
『絶対にこの子は逃げる』という確信がもてるまで、子どもの話をきいてやってほしい。確信がもてたら、『わか
った。ちゃんと逃げるんだよ』というひと言を言ってあげてほしい。それともう一つ。『じゃあ、お母さんも逃げ
るからね。後で必ず迎えに行くからね』という言葉もかけてください」 

これだけのことを、お母さん方に言ったのです。 

 

４．「津波てんでんこ」をどう生かすか 

「津波てんでんこ」はもちろん万能ではなく、例えば、自力での避難が困難な要支援者を助けることはで
きません。「津波てんでんこ」は、常に、矛盾・葛藤・対立がつきまとう津波避難を象徴する言葉5であり、何
度も津波に遭い、一家全滅という悲しい経験を繰り返してきた三陸地方の人々が、苦渋の末に辿り着いた
「哀しい教え4」なのです。 

家族内で津波避難について話し合うことで、「津波てんでんこ」が実行される可能性が高まることを示し
た研究成果8もあります。南海トラフ地震の脅威を再認識した現在、たとえ万能でなくても、「津波てんでんこ」
は、津波避難を考えるうえで示唆を与えてくれるのではないでしょうか。 
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6 及川康：「津波てんでんこ」の誤解と理解，土木学会論文集 F6（安全問題），2017． 
7 片田敏孝：人が死なない防災，集英社，2020． 
8 金井昌信・上道葵・片田敏孝：児童生徒とその保護者を対象とした“津波てんでんこ”の促進・阻害要因の検討，災害情報，2016. 


